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３年度予算を見る
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北
岩
手
・
北
三
陸
横
断

道
路
推
進
協
議
会
の
、
現
在

の
活
動
状
況
は
。

　
　
協
議
会
の
代
表
と
し
て

県
や
国
に
対
し
、
高
規
格
道

路
と
し
て
計
画
に
盛
り
込
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
。

　
　

地
方
創
生
交
付
金
の
、

高
校
を
核
と
し
た
新
た
な
人

づ
く
り
・
人
の
流
れ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
の
内
容
は
。

　

３
年
度
以
降
も
こ
の
交
付

金
を
活
用
で
き
る
見
通
し
は

あ
る
か
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

内
容
は
。

　
　
購
入
者
と
町
内
事
業
者
、

ど
ち
ら
に
も
特
典
が
あ
る
ダ

ブ
ル
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

で
、
１
セ
ッ
ト
４
千
円
で
５

答
　
　
学
び
輝
く〝
ひ
と
〟づ
く

り
事
業
で
、
小
学
生
か
ら
中

学
生
ま
で
の
保
護
者
に
対
す
る

支
援
金
額
は
、
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
ま
た
、
支
給
方
法
は
。

　
　
一
人
当
た
り
の
補
助
額

は
、
新
入
学
用
品
費
の
ほ
か
、

学
校
給
食
費
等
は
小
学
生
が

４
万
５
千
円
、
中
学
生
は
ク

ラ
ブ
活
動
費
を
加
え
て
７
万

５
千
円
、
修
学
旅
行
費
は
小

学
生
が
２
万
５
千
円
、
中
学

生
が
５
万
円
計
上
し
た
。

　
保
護
者
か
ら
の
申
請
で
、一

括
振
り
込
み
を
想
定
し
て
い
る
。

答

　
　
高
砂
荘
の
浴
室
等
整
備

工
事
の
内
容
は
。

　
　
開
設
当
初
、
浴
室
は
施

設
の
入
所
者
と
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
交
流
目
的
も
あ

り
共
用
す
る
施
設
で
あ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
対
策

で
は
、
混
在
を
防
ぐ
た
め
緊

急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
国
の
三
次
交
付
金
で
対

応
す
る
も
の
。

答
　
　
公
民
館
図
書
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
業
務
内
容
は
。

　
ま
た
、
図
書
館
司
書
の
資

格
者
を
想
定
し
て
い
る
か
。

　
　
新
庁
舎
の
図
書
室
や
交

流
ス
ペ
ー
ス
の
企
画
、
運
営

答

　
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入

　
　
訪
問
診
療
な
ど
在
宅
医

療
の
実
績
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
平
成
25
年
度
か
ら
訪
問

診
療
を
実
施
し
て
お
り
、
令

和
２
年
度
の
実
績
は
、
前
年

並
み
と
想
定
。
今
年
３
月
か

ら
訪
問
看
護
を
開
始
、
対
応

可
能
な
方
か
ら
訪
問
し
た
い
。

答
　
　
水
洗
化
率
を
高
め
る
た

め
、
補
助
や
事
業
の
周
知
に

力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

　
　
補
助
率
は
県
内
で
ト
ッ

プ
で
あ
る
。
水
洗
化
を
周
知

す
る
た
め
、
く
ず
ま
き
テ
レ

ビ
で
番
組
を
制
作
中
で
あ
る
。

問答

　
　
木
橋
建
設
工
事
の
予
算

は
土
木
費
で
は
な
く
、
商
工

費
に
計
上
し
て
い
る
理
由
は
。

　
　
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事

業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
創

生
交
付
金
を
活
用
し
、
ま
ち

な
か
を
Ｐ
Ｒ
し
誘
客
に
つ
な

げ
る
た
め
。

答

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
増
額

と
見
込
ん
で
い
る
が
要
因
は
。

ま
た
、
当
町
の
人
気
の
返
礼

品
は
何
か
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
申
し
込
み
が
主
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
３
年
度
は
サ
イ
ト

（
受
付
窓
口
）
を
３
つ
に
増

や
し
て
、
呼
び
込
み
を
図
り

た
い
。

　
当
町
で
は
ワ
イ
ン
と
チ
ー

ズ
の
セ
ッ
ト
や
、
く
ず
ま
き

高
原
牛
の
セ
ッ
ト
が
人
気
で

あ
る
。

答
　
　
町
産
材
の
補
助
金
が
う

～輝くふるさと常任委員会～
３月12日、３年度当初予算

の審査を行いました。
主な質疑の内容を
お知らせします。

問問

問問

問問

問

問

問

問問

答

方
法
を
検
討
し
、
町
民
の
ま

な
び
の
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
。
司
書
の
資
格
が
あ
る
こ

と
も
望
ま
し
い
が
、
図
書
館

勤
務
の
経
験
が
あ
る
方
を
想

定
し
て
い
る
。

千
円
分
の
商
品
券
が
購
入
で

き
、
町
内
宿
泊
施
設
で
使
用

で
き
る
ク
ー
ポ
ン
２
千
円
分

も
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
町
内
事
業
者
は
、
10
％
上

乗
せ
で
商
品
券
が
換
金
で
き

る
。

　
　
山
村
留
学
制
度
と
町
営

学
習
塾
の
運
営
経
費
に
対
し

て
、
こ
の
地
方
創
生
交
付
金

を
活
用
す
る
予
定
。
毎
年
、

事
業
の
効
果
な
ど
検
証
さ
れ

る
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
６

年
度
ま
で
の
５
年
間
は
活
用

で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

答

　
一
つ
目
は
大
橋
に
屋
根
を

架
け
る
こ
と
の
是
非
で
あ
る
。

昨
年
６
月
に
大
橋
に
屋
根
を

架
け
る
計
画
を
ど
う
感
じ
て

い
る
か
、
独
自
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
想

定
し
て
い
た
以
上
に
納
得
し

て
い
な
い
町
民
が
多
い
。

　
計
画
発
表
時
に
は
考
え
も

し
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

従
来
の
考
え
方
が
適
用
し
な

く
な
っ
た
り
、
新
し
い
生
活

様
式
が
模
索
さ
れ
価
値
観
の

転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
が
生
じ
て
い
る
。

　
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
そ
の

意
義
や
価
値
、
内
容
を
検
討

し
な
お
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
。

　
町
の
総
合
計
画
に
掲
げ
る

３
つ
の
基
本
目
標
の
う
ち

「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る〝
ま

ち
〟」
の
中
で
、
役
場
新
庁

舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
目

に
見
え
る
形
で
工
事
が
始

ま
っ
て
い
る
。
３
年
度
に
計

上
さ
れ
た
こ
の
事
業
費
は
２

億
６
０
０
０
万
円
程
で
、
町

民
待
望
の
新
庁
舎
完
成
に
向

け
、
工
事
の
着
実
な
進
行
を

期
待
す
る
。

　
ま
た
、
１
０
０
円
バ
ス
運

行
に
係
る
「
バ
ス
路
線
運
航

拡
大
支
援
対
策
事
業
」「
水

洗
化
普
及
支
援
事
業
」
な
ど
、

引
き
続
き
、
町
民
が
住
み
慣

れ
た
町
で
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
対
策
が
講
じ
ら
れ

た
。「
地
域
未
来
構
想（
テ
レ

反
対
討
論
（
要
約
）

賛
成
討
論
（
要
約
）

近
藤
　
聖
　
議
員
　

辰
柳
　
敬
一
　
議
員
　

ま
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　
町
内
の
建
設
業
者
等
に

は
周
知
し
て
い
る
。
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

答

が
減
少
し
て
い
る
。
保
険
税

の
減
税
を
考
え
て
い
な
い
か
。

　
　
現
段
階
で
は
減
税
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
な
い
。
納

付
が
難
し
い
方
に
は
、
徴
収

猶
予
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

答

ワ
ー
ク
）具
現
化
調
査
業
務
」

な
ど
、
町
の
新
た
な
拠
点
施

設
整
備
に
つ
い
て
も
、
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
新
大
橋
の
建
設
と

併
せ
整
備
さ
れ
る
「
木
製
の

上
屋
」
に
つ
い
て
は
、
町
産

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

全
国
的
に
も
類
を
見
な
い
施

設
と
な
る
も
の
で
あ
り
、「
林

業
の
町
〝
く
ず
ま
き
〟」
を

大
い
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
る
シ
ン
ボ
ル
施
設
「
木
材

の
広
告
塔
」
と
な
る
と
思
わ

れ
、「
歩
き
ま
わ
り
た
く
な

る
ま
ち
な
か
」
の
中
核
施
設

と
し
て
、
そ
の
役
割
が
期
待

さ
れ
る
。

　
こ
の
木
橋
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
国
の
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
と

し
、
整
備
の
財
源
確
保
に
当

た
っ
て
は
、
相
当
の
苦
労
が

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
町

の
財
政
負
担
を
考
慮
し
た
事

務
執
行
に
当
た
り
、
当
局
の

財
源
確
保
に
向
け
た
ご
努
力

に
敬
意
を
表
す
る
。

　
大
き
く
高
く
目
を
引
く
建

造
物
で
誘
客
す
る
こ
と
は
、

葛
巻
ら
し
さ
な
の
か
。
本
当

に
葛
巻
の
自
然
環
境
に
マ
ッ

チ
す
る
の
か
。

　
二
つ
目
は
、
公
民
館
図
書

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
に
担
当
さ

せ
る
こ
と
の
是
非
で
あ
る
。

町
の
文
化
行
政
を
進
め
る
上

で
、
専
門
的
な
知
識
と
対
応

力
を
備
え
た
職
員
を
育
て
て

配
置
し
て
い
く
こ
と
が
町
の

財
産
に
な
る
と
い
う
意
見
を

持
っ
て
い
る
。
現
在
そ
の
よ

う
な
施
策
が
見
ら
れ
ず
、
文

化
行
政
へ
の
予
算
措
置
が
十

分
で
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
協

力
隊
員
が
３
年
後
、
葛
巻
町

に
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
や
、

長
期
的
視
点
で
考
え
る
と
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
へ
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
は
適

切
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
般

会
計
予
算
案
に
反
対
す
る
。


